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保
育
園
民
営
化

の
方
向
性
は
　

保
育
園
の
民
営
化
の
方

策
は
。
民
営
化
さ
れ
た
場

合
の
削
減
額
は
。

行
政
改
革
主
幹
を
中
心

に
関
係
課
で
協
議
し
、
住

民
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
平
成

十
六
年
度
中
に
は
方
向
性
を
決

め
、
十
七
年
度
か
ら
実
施
し
た

い
。
民
営
化
に
よ
る
財
政
の
削

減
効
果
は
、
現
在
検
討
し
て
い

る
段
階
で
あ
り
示
せ
な
い
。

図
書
館
、
郷
土
資
料
館

の
検
討
は
。
や
る
気
が
あ

る
の
か
。
予
算
の
問
題
か
、
必

要
性
が
無
く
な
っ
た
の
か
。

必
要
性
は
充
分
に
感
じ

て
い
る
。
財
源
の
問
題
も

あ
る
。
第
八
次
発
展
計
画
策
定

の
際
に
検
討
す
る
。

答 問 答 問町
道
織
笠
外
山
線

の
開
通
は
い
つ
か

織
笠
外
山
線
の
完
成
は

い
つ
か
。

平
成
十
六
年
度
中
に
供

用
開
始
し
た
い
。

私
道
整
備
事
業
費
の
大

幅
な
減
額
の
理
由
は
。

整
備
の
要
望
が
減
っ
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
厳
し

答 問 答 問

い
財
政
状
況
を
考
え
て
の
削
減

で
あ
る
。

山
田
町
史（
下
巻
）

の
発
行
は
い
つ
か

町
史
の
下
巻
は
い
つ
発

行
さ
れ
る
の
か
。

下
巻
は
近
代
史
と
な
る
。

資
料
収
集
に
苦
慮
し
て
い

る
。
原
稿
が
そ
ろ
い
次
第
発
刊

作
業
に
取
り
か
か
る
。

答 問

学
力
向
上
プ
ラ
ン
の
中

身
は
。
学
力
検
査
だ
け
に

力
を
い
れ
る
と
言
う
こ
と
か
。

学
力
向
上
プ
ラ
ン
は
学

力
を
つ
け
る
狭
い
意
味
だ

け
の
も
の
で
は
な
い
。
自
分
を

答 問

育
て
る
こ
と
、
自
分
の
将
来
を

考
え
る
こ
と
、
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
、
ク
ラ
ス
の
友

達
づ
く
り
を
中
心
と
し
て
、
学

力
を
向
上
さ
せ
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

高
齢
化
に
よ
る
防
災
活

動
の
重
点
は
。

問

高
齢
者
に
は
ヘ
ル
パ
ー

と
協
力
し
て
防
災
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
近
隣
で
助
け
合

う
地
域
防
災
力
を
高
め
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

答消
防
団
だ
け
で
門
扉
閉

鎖
の
対
応
が
で
き
る
か

消
防
団
だ
け
で
門
扉
の

閉
鎖
が
可
能
か
。
自
主
防

災
組
織
の
立
ち
上
げ
が
必
要
で

は
な
い
か
。

門
扉
は
百
二
十
四
基
あ

る
。
団
員
だ
け
で
全
て
を

閉
め
る
の
は
大
変
で
あ
る
。
自

主
防
災
組
織
と
す
る
か
、
消
防

Ｏ
Ｂ
と
す
る
か
、
公
務
災
害
の

問
題
も
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ

る
。
地
域
防
災
計
画
の
中
で
さ

ら
に
検
討
し
た
い
。

消
防
団
が
行
う
門
扉
点

検
を
日
曜
に
で
き
な
い
か
。

各
分
団
、
関
係
課
、
県

と
協
議
し
検
討
し
た
い
。

答 問 答 問

４日間に及んだ
予算特別委員会

消防団による門扉閉鎖（平成15年の防災訓練から）
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山
田
病
院
の
病
床
数

削
減
の
対
応
策
は

県
立
病
院
の
病
床
が
減

る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
施

設
へ
の
入
所
希
望
者
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
の
対
応
は

問

可
能
な
の
か
。

病
床
が
縮
小
さ
れ
る
と

満
床
の
状
態
に
な
り
緊
急

の
場
合
に
対
応
で
き
な
い
の
で

は
と
危
惧
し
て
い
る
。
ス
ム
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
が
と
ら

れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
要
望

し
て
い
く
。
施
設
を
増
や
す
こ

と
は
国
の
基
準
も
あ
り
難
し
い

が
現
状
を
訴
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

国
保
税
の
未
納
者
に
交

付
し
て
い
る
短
期
被
保
険

者
証
は
一
カ
月
更
新
と
聞
く
。利

用
者
に
と
っ
て
不
便
で
は
な
い
か
。

問 答

こ
の
保
険
証
は
税
収
を

上
げ
る
た
め
の
有
効
な
手

段
で
あ
る
。
国
保
財
政
を
維
持

す
る
た
め
に
必
要
と
考
え
る
。

答シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
の
対
応
は

施
設
待
機
者
の
数
は

施
設
で
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
へ
の
対
応
は
。ま
た
、

希
望
し
て
い
る
が
、
施
設
に
入

れ
な
い
待
機
者
の
数
は
。

待
機
者
が
多
く
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
枠
が

取
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

緊
急
を
要
す
る
場
合
は
優
先
的

に
利
用
で
き
る
よ
う
、
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

待
機
者
の
数
は
、
入
所
希
望

者
が
十
五
人
、
介
護
老
人
保
健

施
設
が
三
十
三
人
、
合
計
で
四

十
八
人
と
な
っ
て
い
る
。

答 問高
齢
者
介
護
負
担
軽
減
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
実
現
は

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設

の
準
備
を
進
め
て
い
る
所

が
あ
る
と
聞
く
。
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
災
害
弱
者
対
策
に
も

つ
な
が
る
こ
と
で
あ
る
。
開
設

時
期
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
状
況

で
進
ん
で
い
る
か
。

民
間
企
業
か
ら
十
六
年

度
中
に
は
開
設
し
た
い
申

答 問

し
入
れ
が
出
さ
れ
て
い
る
。
施

設
規
模
は
一
ユ
ニ
ッ
ト
で
九
名

を
予
定
し
て
い
る
。

織
笠
漁
業
集
落
環
境
整
備

事
業
は
中
止
さ
れ
た
の
か

織
笠
漁
業
集
落
排
水
事

業
の
予
算
科
目
が
廃
目
と

な
っ
た
。
事
業
は
中
止
か
。

平
成
十
五
年
度
か
ら
事

業
は
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

財
政
が
厳
し
い
た
め
に
道
路
や

排
水
路
整
備
を
優
先
実
施
し
、

下
水
道
は
数
年
間
休
止
す
る
。

下
水
道
の
排
水
設
備
普

及
率
と
水
洗
化
率
は
。

普
及
率
は
大
浦
九

八
％
、
大
沢
四
〇
％
、
船

越
三
四
％
、
田
の
浜
三
六
％
で

あ
る
。

水
洗
化
率
は
大
浦
七
四
％
、

大
沢
四
〇
％
、
船
越
三
四
％
、

田
の
浜
三
六
％
で
あ
る
。

答 問 答 問水
道
料
金
の
改
定

を
考
え
て
い
る
か

水
道
事
業
は
一
定
の
利

益
も
あ
が
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
水
道
料
金
の
改
定

を
考
え
て
い
る
か
。

平
成
二
十
年
度
ま
で
は

改
定
せ
ず
、
こ
の
ま
ま
で

い
き
た
い
。

答 問

特別
会計

完成した柳沢団地集会所

緊急通報システムが配備され、高齢者世話付住
宅入居者からの通報があった場合、即座の対応
が可能となります

…痴呆性老人グループホーム

痴呆性高齢者が、少人数を単位として共同生活を
行い、食事の支度や掃除、洗濯などをスタッフと共
同で行い、家庭的で落ち着いた雰囲気の中で生活す
ることにより、痴呆症状の進行を穏やかにし、家庭
介護の負担を軽減することにあります。

こ と ば


